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栄養素摂取と食品摂取との関連性について
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1 ．をま じ め に

栄養素等摂取量と食物摂取は当然のことながら不可分の関係

にある。しかしこれまで栄養素摂取と食品群男Ij摂取量の包括的

な分析はあまり行われていなt㌔ どのような食品を摂ることに

よってどのような栄養素が摂取されるのか疫学的なレベルで明

らかにしておくことは睡東日本 21 の取り組み等地域公衆栄養

計画（岐阜県環境衛生部1996、岐阜県陸棚 紆持2001）に
欠くべからざる情報と医療）本報告では、実際の県民栄養調査

データを活用して、栄養素などの摂取量や栄養比率に対しどの

ような食品群がどれくらい関与しているのか、あるいは特定の

食品群での説明力の害恰などを明らかにし、地域公衆栄養活動

の基醇資料を得ることを目的とするものである。

2 ．分析資料と分析方法

平成7年 11 月に実施された岐阜県県民性廉栄養調査デ」タ

（ 岐阜県県境衛生部 19誰）のなかから1人 1 日当たりの栄養素

等摂取量、食品群別摂取量を基礎資料として用いフ㌔ 平成7年

の岐阜県県民栄養調査では栄養調査の過渡期ということで国民

栄養調査方式による従来どおりの世帯単位の食物摂取状況調査

と個人秤量による食物摂取状況調査が並行して行なわれたが、

今回の分析では世帯調査方式のデ」タを用いた。この調査は、

日曜祭日を除いた連続3 日間の世帯における食物摂取状況を調

べ、1人 1 日当たりの栄養素等摂取量や食品群別摂取量を求め

たものである。

本報告で使われた栄養素は、エルネギー、蛋白質、動物性蛋

白質、脂質、動物性脂質、糖質、カルシウム、鉄、ビタミンA 、

ビタミンB l、ビタミンB 2、ビタミンC の 12であり、塩分摂取も

とかく話題にされるので取り上げた。また食品群は、米、パン、

めん、いも類、砂糖、菓子、油脂、e和曽、他の豆、果実、緑黄

色野菜、他の野菜、野菜漬物、海草、調味料、酒類、噂好飲料、

生鮮魚介、塩干魚介、獣鶏肉類、卵類、牛乳、乳製品、加工食

品の 24 ある。

統計分析については、前進ステップワイズによる重回帰分析

法（奥野忠一ら1981、後藤昌司 1973、竹内啓ら1976、柳井晴

夫ら19鮎）を適用し、栄養素等摂取量と食品群別摂取量の関連

性を分析した。実際の分析では、12個の栄養素と塩分をそれぞ

れ基轍とし別納諦戦脚 数として解析した。

3 ．結果と考察

日本慄準食品成分表を見れば個々の食品にどの栄養素がどれ

くらい含まれているか具体的に知ることができる。しかし実際

の栄養指導では個々の食品それぞれを具体的に指示することは

成分表に記載されている食品数の数からも現実的でなく、食品

を似かよったグ／レープとして大雑把にとらえる食品群の実践的

で使いやすし㌔しかし加重平均食品群男l成分表のようなもので

もなければ食品群別の栄養素を示すことは不可能である。そこ

で実際の食物摂取状況調査から食品群別摂取量と栄養素摂取量

の関係を分析することで、ある特定の栄養素摂取にそれぞれの

食品群がどれくらい関わっているが明らかになれば、食事指導

の指針として有用な情報となりえるものと思われる。今回は、

栄養素を基準変数、それぞれの食品群を説明変数として重回帰

て分析により関連性の分析を行なうが、こうした分析は著者の知

る限り行なわれていないように思われる。

表1に栄養素等摂取量と食品群別摂取量の平均値、標準偏差、

変動係数を承れ 岐阜県の報告書によるとほとんどの栄養素の
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摂取状況は所要量とほI鋼 等化やや上回る充足状態にあるが、

唯一カルシウムだけが不足しており、全国的な傾向と類似して

いる。穀類エネルギー比の減少、脂質エネルギー比の増加、動

物性に由来する蛋白質や脂質の増加なども全国的な流れと同じ

である。

表1 基本統計量（栄養素等摂取量と食品群別抜取量）

平均 標準偏差

エルネキ寸－ 1 8 9 1 ．5

蛋白質 76．8
動物蛋白 42．1
脂質 52．4
動物脂質 29．7
糖質 Z64．3

カルシウム 5 2 5 ．1

鉄10．5
ビタミンA 22 18．3

ビタミンB l l．08

ビタミンB 2 1．20

ビタミンC lO9．7

1 0 ．3

4 0 6 ．0 2 1 ．5

1 9 ．8 2 5 ．8

1 5 ．6 3 7 ．0

1 5 ．7 3 0 ．0

1 1 ．5 3 8 ．7

5 9 ．0 2 2 ．3

2 1 3 ．7 4 0 ．7

3 ．1 2 9 ．5

1 0 9 7 ．5 4 9 ．5

b ．2 9 2 7 ．2

0 ．3 8 3 1 ．3

5 1．4 4 6 ．9

パン

めん

いも類
砂糖
菓子
油脂
味噌
他の豆

果実
緑黄色野菜
他の野菜

野菜漬物
海草
調味料
酒類

噂好飲料
生鮮魚介
塩干魚介
獣鶏肉類
卵類

牛乳
乳製品
加工食品

3 ．7 3 5 ．9

1 9 2 ，1 6 4 ．8 3 3 ．7

4 2 ．6 2 9 ．6 6 9 ．6

1 9 ．3 2 0 ．5 1 0 6 ．4

6 4 ．3 4 2 ．8 6 6 ．7

1 0 ．5 7 ．4 7 0 ．2

1 6 ．0 2 2 ．7 1 4 2 ．0

1 4 ．9 8 ．3 5 5 ．2

1 5 ．8 9 ．9 6 2 ．6

5 1．9 3 9 ．0 7 5 ．1

9 0 ．4 8 1 ．1 8 9 ．7

7 6 ．5 5 2 ．7 6 8 ．9

1 5 5 ．3 7 4 ．3 4 7 ．8

1 8 ．1 2 2 ．0 1 2 1 ．8

5 ．1 5 ．6 1 1 1 ．1

2 5 ．4 1 2 ．9 5 1 ．0

3 4 ．2 6 8 ．3 1 9 9 ．8

3 5 ．0 1 3 1．9 3 7 6 ．7

5 7 ．8 4 0 ．8 7 0 ．5

3 4 ．7 3 3 ．3 9 6 ．1

7 4 ．0 4 7 ．6 6 4 ．3

4 4 ．6 2 3 ．9 5 3 ．5

1 0 1 ．9 8 9 ．0 8 7 ．4

1 1 ．1 2 4 ．0 2 1 5 ．0

9 ．2 1 0 ．4 1 1 2 ．7

表2 に栄養素を基準変数、24の食品群別摂取量を説明変数と

した重回帰分析（ステップワイズ法）の結果を示す㌔同表には

変数噂減により最終的に採用された食品群の数とそこまでの説

明力をあらわす重相関係数の2乗が掲載されている。

エネルギーで噛毎草を除くすべての食品群が有効な説明変数

として採用され、重相関係数の2乗は0．983 である。蛋白質と

糖質も20の食品群が説明変数として採用され、これらの栄養素

には多くの食品群が関与していることが読み取れる。ビタミン

B 2では 18 個、脂質では 15 個の食品群が有効とされ、ここま

での栄養素ではす「べて重相関係数の2乗が0．95 を超えている。

一方、有効とされた変数の少ない栄養素は動物性蛋白質、動物

性脂質、ビタミンC 、ビタミンA で、その数は7～8個であり、

重相関係数の2乗は0．8 から09 を示している。これらのことか

ら特定の栄養素の摂取には特定の食品群の摂取構造が存在する

ことが理解できる。

表3 と表 4

は、重回帰分析

結果の中から各

説明変数の偏相

関係数を取り出

し一覧表とした

もので、各食品

群が当該栄養素

の摂取構造にど

れくらい関わっ

ているかを指し

示すものである。

エネルギーめ摂

表2 ステップワイズ回帰分析の結果
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主食基盤＿塾聖呈塞＿
2 3・ 0 ．9 8 3

2 0 0 ．9 6 2

8 0 ．9 4 8

1 5 0 ．9 5 7

8 0 ．9 1 4

2 0 0 ．9 7 8

1 1 0 ．8 1 8

1 4 0 ．8 8 2

7 0 ．7 9 0

1 3 0 ．7 7 5

1 8 0 ．9 5 1

8 0 ．8 7 2

1 2 0 ．9 0 3

取に対する影響

の大きさは、米（0．鮎2）、獣鶏肉類（0．組0）、めん（0．798）、パ

ン（0．784）の順であり、米、めん、パンは炭水化物であり主食

と位置づけられる食品群なので当然といえる。しかし獣鶏肉類

の偏相関係数が0．880 と高く、エネルギーー＼の貢献度が大きし㌔

このことは、たとえばダイエットなどで現在の食生活状況を改

変する必要がある場合、穀類の量を減らすことはもちろんであ

るが、獣籍肉類の摂取量を減らすこともエネルギーの摂取量を

少なくするのに効果的であることを示唆している。

蛋白質では甑鳥肉類（0．恥3）、生鮮魚介類（0．組3）、塩干魚

介類（0．貼0）などの動物性食品の貫献変が大きく、植物性食品

ではやや値が下がるが、米（0．663）、他の豆（0．623）などであ

る。動物性蛋白質に限定すると、獣鳥肉類（0．922）、生鮮魚介

類（0．911）、塩干魚介類（0．881）につづいて牛乳（0．561）、卵

類（0．551）がγ 丸、ている。蛋白質に関しても獣鳥肉類の役割

は非常に大きい。

脂質では油脂と獣鳥肉類が強く関与しており、この2 つを説

明変数とすると重相関係数は0．833 となる。偏相関係数も獣鳥

肉類が0．913 で油脂 0．871である。脂質の減少にはこれらの食

品群の摂取減が効果的であることがわかる。この傾向は動物性

脂質でも同様で獣鳥肉類の関与が偏相関係数0．908 と非常に大

きく、動物性脂質の増減の鍵を握っている。しかし魚介類の偏

相関係数は比較的低く、生鮮魚介 0．524、塩干魚介 0．456 で動

物性脂質の増減には大きく関与していなV㌔望ましい動物朝旨

質とされる魚介類の摂取増を促進するとともに甑鳥肉類の摂取

減をおこない、動酬嘲旨質の量的減少と質的変化を推進するこ
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とが今後の課題として提示される。

糖質では、米（0．978）、パン（0．856）、めん（0．815）などの

穀類の影響力が大きしヽ 噂好飲料が 0．824 と大きな偏相関係数

を示しているが、これは噂好飲料そのものが糖質を多く含むと

いうことより、それを多量摂取する食物摂取パターンが結果的

に糖質を多く摂るようになっていると理解することが妥当と思

われる。

カルシウムは、11個の食品群が有効な説明変数として採用さ

れ、重相関係数の2乗からこれらの食品群でカルシウム摂取の

8 1．8％が説明されることになる。この中で最も大きく影響して

いるのが牛乳であり偏相関係数は0．687である。全国的にも同

様であるが岐阜県において、平均的なレベ／レで唯十所要量に達

基準変数 エネルギー
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基準変数 動物性脂質

飽
獣鶏肉類 0．908
牛乳 0．692

卵類 0．565
乳製品 0．540
生鮮魚介 0．524
塩干魚介 0．456
油脂 0．456
いも類 0．141
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していない栄養素がカルシウムであり、・充足率は88．3％である。

本報告で用いた資料は平成 7年のものであるが、平成12年度の

県民睡康栄養調査でもこの傾向は全く変わっていない。カルシ

ウム不足は、若牢者にあってi璃 育、成人では骨密度の低下に

よる弊害など様々な問題点が指輪され、カルシウムの摂取量を

増やすために市町村の保健センターなどでは色々な栄養政策を

展開しているが、目立った効果を挙げていないのが実情といえ

る。学校給食では政府の指導に基づき半強制的に飲用させるが、

卒業とともに年季働 しが進み、臥 に至っては大半が飲まない

のが実態である。しかし骨粗索症などが社会的問題となってい

る現在、カルシウムの充足率を上げるために事ま牛乳の摂取がも

っとも効果的であることが示されたので、成人にあってはとか

表3 重回帰分析の結果（その 1）

基準変数 蛋白質

説明変数 偏相関係数

獣鶏肉類 0．903
生鮮魚介 0．883
塩干魚介 0．850
米0．663
他の豆 0．623

噂好飲料 0．595
牛乳 0．515
卵類 0．501
パン 0 ．439

めん 0．433

緑黄色野三 0．412
菓子 0．338
乳製品 0．313
味噌 0．289
調味料 0．281
加工食品 0．250
いも類 0．226

酒類 0．167
野菜漬物 0．139
海草 0．133

基準変数 脂質

説明変数 偏相関係数

獣鶏肉類 0．913
油脂 0．871
牛乳 0．626
卵類 0．605
菓子 0．573
乳製品 0．528

生鮮魚介 0，515
他の豆 0．470
塩干魚介 0．400
米0．340
パン ：0．3 14

めん ．0．298

いも類 0．247
砂糖 0．192
緑黄色野菜 0．142

基準変数 動物性蛋白質

塾盟変塾＿塵担園塵蓼
獣鶏肉類 0．922
生鮮魚介 0．911

塩干魚介 0．881
牛乳 0．561
卵類 0．551
乳製品 0．367

加工食品 0．227
緑黄色野菜 0．194

基準変数 糖質

塾盟変数．塵担匪匪数
米0．978
パン 0．856

噂好飲料 0．824
めん 0．8 15

菓子 0．783

果実 0．746
いも類 0．629
砂糖 0．514
乳製品 0．482
牛乳 0．403
他の野菜 0．349
塩干魚介 0．310
味噌 0．278

加工食品 0．268
酒類 0．230
他の豆 0．221

海草 ， 0．196
野菜漬物 0．175

緑黄色野菜 0．164
調味料 0．担L
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基準変数 カルシウム

聾要塞塾適評0 ．6 7 8
緑黄色野菜 0．522
塩干魚介 0．502
他の豆 0．486

噂好飲料 0．372
乳製品 0．301

海草 0．258
他の野菜 0．225

野菜漬物 0．177
菓子 0．176
酒類 0．159■■■■■■■■■▲■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■一

基準変数 ビタミンB 2

説明変数 偏相関係数
牛乳 0．813
卵類 0．795

緑黄色野菜 0．727
獣鶏肉類 0．698
生鮮魚介 0．663
乳製品 0．553
塩干魚介 0．476
菓子 0．313
海草 0．311

調味料 0．289
他の豆 0．276

果実 0．268
米0．250
野菜漬物 0．234

いも類 0．207
酒類 0．186
パン 0．135

噂好飲料 0．132

墓義裏鼓監と食品摂取との問連牲について

表4 圭回帰分析の結果（その2 ）

基準変数 鉄

説明変数 偏相関係数
緑黄色野菜 0．750
塩干魚介 0．619
他の豆 0．514
獣鶏肉類 0．513

調味料 0．373
生鮮魚介 0．311
卵類 0．309

味噌 0．298
菓子 0．271
米0．270

いも類 0．247
パン 0．227

海草 0．202
加工食品 0．138

基準変数 ビタミンC

要撃監鸞0 ．8 3 7
緑黄色野菜 0．767

他の野菜 0．488
野菜漬物 0．258
獣鶏肉類 0．185
米0．160
いも類 0．152
砂糖 －0．141

く軽視されやすい牛乳であるがカルシウム摂取の載点から再羅

識すべきであろう。そのためには牛乳に対して学校給食を経験

していない世代であっても抵抗なく摂取できるよう様々な工夫

を凝らすことが不可欠であり、そういうことをすることなく単

に飲むことの強要は問題解決に至らないであろう。

鉄では緑芽色野菜、他の豆、塩干魚介、獣鳥肉類の貢献度が

高く、重相関係数は0．882であった。また鉄と緑艶 野菜の偏

相関係数は 0．750 であり、塩干魚介が0．619 でつづいている。

現在、岐阜県における鉄の充足率は98．9％とほぼ充足状態にあ

るが、日本における栄轟摂取状況をみると最近までカルシウム

とと■もに常に不足状態にあったのも事実である。鉄の充足率を

向上させるためには緑黄色野菜や塩干魚介の摂取促進が有効で

あることを分析結果は物語っている。

ビタミンA では、野菜類が上位を占めているが、とりわけ緑

黄色野菜の貫献度が大きく偏相関係数 0．826 である。ビタミン

B lでは獣鶏肉類が偏相関係数 0．717 で次の米や緑黄色野菜を

基準変数 ビタミンA

誤箸董皆野
他の野菜 0．352
牛乳 0．256
めん 0．232

油脂 0．152

卵類 0．149
他の豆 0．133

基準変数 塩分

説明変数 偏相関係数

雨雇m
塩干魚介 0．753
味噌 0．688
野菜漬物 0．631

果実 0．295
油脂 0．263
海草 0．257
生鮮魚介 0．204

加工食品 0．191
めん 0．188

獣鶏肉類 0．179
好飲料 0．178

基準変数 ビタミンB l

塾旦変数＿塵垣選昼顔
獣鶏肉類 0．717

米0．476
緑黄色野菜 0．411

いも類 0．291
果実 0．277
塩干魚介 0．246
生鮮魚介 0．212
砂糖 0．185
海草 0．173

他の野菜 0．171
菓子 0．170
卵類 0．153
加工食品 0．127

大きく離している。ビタミンB 2では牛乳がトップで卵類、緑

黄色野菜、獣鶏肉類とてr 丸、ている。カルシウムで大きく取り

上げられた牛乳だが、ここでも重要な役割を示しており、牛乳

の栄養素摂取に及ぼす地位が再認識される。ビタミンC では、

果実が偏相関係数0．837 で首位であり、耗箆色野菜0．767、他

の野菜 0．4鍋 となり、果実や野菜の摂取がビタミンC の摂取に

貢献度が高い。

塩分では12個の食品群が採用され重相関係数の2 乗は0．抑3

であった。したがってこれら12 の食品群で塩分の 90％が説明

されることになる。偏相関係数から塩分摂取に大きく関与して

いる食品群は、調味料、塩干魚介、味噌、野菜漬物の4 食品群

である。 したがって生活習慣病の予防対策では塩分摂取を1人

1 日10 g以下、高血圧患者にあっては7 g 以下の摂取量が望ま

しいとされるが、塩分摂取を助長する食品群は調味料、塩干魚

介、味噌、野菜漬物であるので、これらを少なくする食事環境

の創出が不可欠であることを示唆している。
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平成 7 年度に実施された岐阜県県民栄養調査デ」タを用い、

1 人 1 日当たりの栄養素等摂取量と食品群別摂取量の矧系を分

析し、個々の栄養素の摂取にそれぞれの食品群がどのように関

係しているかを検討した。具体的には重回帰分析方を用い、個々

の栄養素を基準変数として食品群を説明変数として関わり合い

を明らかにし、以下の知見を得た。

1 ）エネルギーの摂取こは米などの穀類が大きく関与して

いるが、獣鶏肉類の存在も大きいことがわかった。

2 ）脂質では獣鳥肉類の影響が大きく、動物性脂質でも同

様であった。

3 ）カルシウムでは牛乳の貢献度が大きく、牛乳を再認鼓

する必要があると論じた。

4 ）塩分では静勅臥 塩干魚介、塊噂、野菜鋳物の4食品

群が大きく影響していることがわかった。

以上のことから、巣簑素摂取と食品宕鞍傲 量の関連性を明
らかにし知見として把握しておくことは、地峡公衆栄養活動の

施策樹立に有用であると考えられた。
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